
　

お
か
げ
さ
ま
で
明
る
い
選
挙
啓
発
紙
「
こ
く
ぶ
ん
じ

し
ろ
ば
ら
」
が
第
70
号
の
発
行
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
保
存
さ
れ
て
い
た
第
１
号
を
見
ま
す
と
、
昭

和
50
年
の
発
行
で
し
た
。
Ｂ
４
版
の
紙
面
に
は
「
衆
議

院
の
東
京
７
区
の
定
員
が
４
人
に
」「
有
権
者
数
が
５

５
’８
５
８
人
」
と
あ
り
ま
し
た
。
各
号
に
は
有
識
者

の
主
張
や
新
成
人
の
感
激
や
投
票
立
会
人
の
感
想
な

ど
多
数
の
方
の
寄
稿
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
啓
発
ポ
ス

タ
ー
な
ど
が
掲
載
さ
れ
、
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
の
35
年

で
あ
っ
た
と
の
想
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
分
寺
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

は
わ
ず
か
26
人
で
す
が
、
選
挙
時
の
啓
発
活
動
、
講
演

会
の
開
催
、
国
分
寺
ま
つ
り
や
新
緑
ま
つ
り
へ
の
参

加
、
小
・
中
・
高
等
学
校
へ
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
応
募
依

頼
等
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
公
正
な
選
挙
の

執
行
、
有
権
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
投
票
所
の
設

置
、
開
票
時
間
の
短
縮
、
執
行
経
費
の
見
直
し
等
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
前
回
（
平
成
22
年
執
行
・
参
議

院
議
員
選
挙
）
か
ら
期
日
前
投
票
所
を
本
町
・
南
町
地

域
セ
ン
タ
ー
に
増
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
東
京
都
知
事
選
挙
と
国
分
寺
市
議
会
議

員
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
身
近
で
大
事
な

選
挙
で
す
の
で
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

し
ろ
ば
ら
₇₀
号
の
発
刊
に
寄
せ
て

荻
田
　
定
央

国
分
寺
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

（順不同・敬称略）

〒185︲8501 国分寺市戸倉一丁目６番地１
TEL：042（325）0111　内線：367･368

http://www.city.kokubunji.tokyo.jp

国分寺市選挙人名簿登録者数
男　47,966人
女　49,162人
計　97,128人｛ ｝平成22年

12月２日
現在

平成22年度明るい選挙
啓発ポスターコンクール

応募総数
国分寺市： 815点
東 京 都： 17,621点

国
分
寺
市
最
優
秀
賞

第
九
小
学
校
２
年　

土
屋
　
和
葉

国
分
寺
市
最
優
秀
賞第

一
中
学
校
１
年　

池
田
　
哲
彦

国
分
寺
市
最
優
秀
賞

早
稲
田
実
業
学
校
高
等
部
２
年　

小
出
　
芙
優
子

国
分
寺
市
優
秀
賞
・
東
京
都
優
秀
賞

第
二
小
学
校
５
年　

粕
谷
　
朱
里
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今
ま
で
の
話
し
あ
い
活
動
で
は
、
行
政
の
実
際
を
学

び
な
が
ら
、
政
治
へ
の
目
を
み
が
き
あ
っ
て
き
た
。
貧

し
さ
を
知
る
世
代
と
し
て
歴
史
の
変
化
を
肌
で
感
じ
、

政
治
が
私
た
ち
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
と

信
じ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
若
年
層
の
低
投
票
率
は
懸

念
さ
れ
る
課
題
で
あ
る
。

　

今
回
の
若
者
と
の
話
し
あ
い
を
通
し
若
者
の
政
治
へ

の
関
心
、
投
票
率
の
低
さ
と
い
う
の
は
若
者
だ
け
の
責

任
だ
ろ
う
か
と
自
問
さ
せ
ら
れ
た
。
私
た
ち
は
家
庭
で

学
校
で
社
会
で
、
日
本
の
歩
ん
で
き
た
道
を
伝
え
て
き

た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
国
の
主
権
者
で
あ
る
こ
と
を
教
育

し
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

　

若
者
が
遭
遇
し
て
い
る
現
実
は
厳
し
い
。
企
業
の
あ

り
方
、
正
社
員
抑
制
の
方
向
な
ど
、
一
社
会
人
と
し
て

自
立
し
、
生
活
の
基
盤
が
持
て
る
の
か
と
い
う
不
安
な

声
に
、
政
治
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
若
者
が
人
生
の

幸
せ
の
追
求
と
と
も
に
国

の
ゆ
く
え
に
か
か
わ
る
主

権
者
と
し
て
政
治
に
関
心

を
持
っ
て
生
き
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
私
た
ち
も
本
質

を
見
究
め
政
治
へ
の
見
識

を
高
め
、
意
思
が
反
映
で

き
る
よ
う
行
動
し
て
い
き

た
い
。 若

い
世
代
と
の
討
論

 

話
し
あ
い
指
導
員　

千
葉
　
ヨ
シ
子

特
集
　
話
し
あ
い
活
動

テ
ー
マ  

選
挙
と
投
票
行
動
・
若
者
の
投
票
率
が
低
い
の
は
何
故
か
？

　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
投
票
率
を
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
？

　本年度は初めて、明るい選挙推進委員・選挙管理委員と若者との意見交換会
を実施しました。当日は、東京経済大学の地域貢献授業で、明るい選挙推進活
動に参加している佐藤智織さん（2年生）と、松永匡平さん（3年生）、木綿和
人さん（3年生）、また事務局新人職員の清水眞さんを交えてのグループ討議を
経て、全体での意見交換をおこないました。ここに討論の一部をご紹介します。

“若者との意見交換会”をおこないました！

若者はいま、何を思っているのか？ 若者は何故投票に行かないのか？

推進委員・選管委員からは！

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
に

ど
う
し
た
ら
い
い
か
？

◆
学
校
で
の
教
育
や
模
擬
投
票
な
ど
、
選
挙
に
関
す

る
授
業
を
充
実
し
て
い
く

◆
子
ど
も
の
頃
か
ら
興
味
を
持
つ
よ
う
、
家
庭
で
の

働
き
か
け
が
大
事

◆
啓
発
が
行
き
届
い
て
い
な
い
の
で
、
若
者
の
集
ま

る
場
所
へ
出
向
き
、
選
挙
啓
発
を
お
こ
な
う

◆
期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
の
周
知
を
お
こ
な

い
、
具
体
的
な
方
法
に
関
し
て
「
お
知
ら
せ
」
を

徹
底
す
る

◆
投
票
所
の
利
便
性
を
あ
げ
る

◆
若
者
も
、
社
会
に
対
し
て
不
安
や
不
満
が
あ
れ
ば

先
輩
や
大
人
に
ど
ん
ど
ん
話
し
て
ほ
し
い

◆
若
者
と
年
長
者
が
互
い
の
考
え
を
伝
え
あ
う
、
こ

の
よ
う
な
話
し
あ
い
の
機
会
は
有
意
義

◆
投
票
に
は
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
く

就職ができるか、就職してやっていけるか、お金が
貯まらないから結婚も出来ないのではないかと、不
安は絶大！
大学の授業料を安くしてほしい
働き盛りの人も仕事に就けないということで、すご
く不安！　生活の基盤をしっかりさせて、希望のも
てる政策をしてほしい
中学・高校の授業で、選挙や政治に関して踏み込ん
で教えていない
大学の自治会活動はほとんど知らない
身近な不満ということでは、道路工事など無駄なこ
とが多い気がする
自分の周りでは、きちんと新聞を読んで誰に投票す
るか決めたりしている
政治について語ることがかっこ悪いと思っている人
はあまりいない
自分のことで精一杯なので、このように「社会を変
えるのは選挙なのだ」という話を聞く機会がもっと
あればいい

自分に影響はないと思っているので、一票入れても
変わらない
一票の重みと言われても、ぴんとこない
政治に対して実感がわかないので関心もない
誰を選んで良いかわからない（政治が充実していな
いと思う）
学生時代は就活、ゼミ、バイトなどで忙しく、社会
に出ると生活に余裕がなく、投票に行けない

自分達の世代は、戦争があり、戦後も貧しかったので、
政治に無関心ではいられなかった
現在の日本は平和で豊かなので、満たされていて危
機感がない
若者の中には、投票を義務とは思わず、行かないのも
自由という考え方を持っている人もいる
家庭で大人が新聞を読み、ニュースを見て政治につ
いて話しているだろうか
若いころは就職難だったので、常に社会や政治に関
心があった
若者も、社会に出て家庭を持てば、政治や選挙に関
心を持ち始めるのではないか
若者の希望がもてる政策をもっと政府がおこなうべき
若者の投票率が低いのは、大人の責任でもある
未来を担う子どもたちが、平和で豊かにくらせる社会
であってほしい
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私
は
今
回
、明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。き
っ

か
け
は
大
学
の
地
域
貢
献
と
い
う
形
で
し
た
が
、
私
も
有
権
者
に
な
る
年

だ
っ
た
た
め
「
選
挙
」
へ
の
関
心
・
意
識
を
高
め
た
い
と
の
思
い
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
話
し
あ
い
活
動
で
は
、
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
は
、
年
齢
の
異
な
る
方
々
と
話
を
す
る
機
会
が
な

い
ば
か
り
か
「
選
挙
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
話
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
本
来
、「
選
挙
」
と
は
私
た
ち
の
生
活
に
直
結
し
た
、
私
た
ち
と

関
わ
り
が
大
き
く
、
身
近
な
も
の
で
あ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
近
年
の
投

票
率
か
ら
見
て
も
、
私
た
ち
の
関
心
は
政
治
に
向
い
て
い
な
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
私
自
身
も
、
こ
う
し
た
機
会
が
な
け
れ
ば
「
選

挙
」
が
ど
れ
だ
け
重
要
で
あ
り
、
よ
り
深
く
考
え
る
必
要
性
を
感
じ
る
こ

と
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
選
挙
」へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
は
、と
て
も
地
道
な
も
の
で
す
。
実
際
、

私
自
身
も
選
挙
啓
発
活
動
に
参
加
し
て
み
て
は
じ
め
に
思
っ
た
こ
と
は
、

一
つ
一
つ
の
活
動
の
意
義
が
果
た
し
て
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
話
し
あ
い
活
動
の
中
で
選
挙
の
投
票
率
低
下
の
問
題
を
、
根
本
的

に
考
え
た
こ
と
で
、
問
題
の
重
大
さ
と
解
決
の
困
難
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

社
会
の
現
状
を
根
本
か
ら
変
え
て
い
く
に
は
、
ま
ず
国
民
一
人
一
人
が
、

自
分
の
生
活
や
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
社
会
に
自
分

の
声
を
発
信
す
る
力
と
し
て
「
選
挙
」
へ
の
参
加
が
重
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
選
挙
を
身
近
に
す
る
の
も
、
学
校
や
家
庭
と
い
っ
た
教
育
環
境
を

整
え
る
の
も
、
全
て
は
ま
ず
「
自
分
」
が
考
え
行
動
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
活
動
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
意
識
を
高
め
る

と
同
時
に
、
行
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
、
と
い
う
思
い
に
変
わ
り

ま
し
た
。 選

挙
啓
発
活
動
に
参
加
し
て

 

東
京
経
済
大
学
２
年
　
佐
藤
　
智
織

平成23年は、次の選挙があります。

大事な投票、忘れずに！東 京 都 知 事 選 挙（４月10日）
国分寺市議会議員選挙（４月24日）

編
集
後
記

★○○○○　さんへ　　　　　　　　　　　★○○○○　がんばれ！　　
★候補者名以外の氏名を記入した場合　　　★候補者名以外の事項を記入した場合
★二人以上の氏名を記入した場合　　　　　★候補者名を確認できない場合　など
※国分寺市の参議院（東京都選出）議員選挙における無効投票数は、
　総投票数の1.78％で1,072票（内：白紙投票は520票）でした。

「せっかくの一票が無効票になることがあります！」　このような事例は無効票になります。

平成22年７月11日執行　参議院（東京都選出）議員選挙の投票率比較と国分寺市の無効票

月　日 事　業　名
5/14～16 新緑まつり参加

6/25～7/10 参議院議員選挙時啓発
9/16 ポスター審査会

9/15・H23/2/15 しろばら発行（69・70号）
9/29 講演会（森田実氏）

10/27 話しあい活動
11/7 国分寺まつり参加

11/15 甲府市の視察研修会受入
11/19 日帰り研修

H23/1/10 成人式啓発

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

西
多
摩
郡
平
均

西
東
京
市

あ
き
る
野
市

羽
村
市

稲
城
市

多
摩
市

武
蔵
村
山
市

東
久
留
米
市

清
瀬
市

東
大
和
市

狛
江
市

福
生
市

国
立
市

★
国
分
寺
市

東
村
山
市

日
野
市

小
平
市

小
金
井
市

町
田
市

調
布
市

昭
島
市

府
中
市

青
梅
市

三
鷹
市

武
蔵
野
市

立
川
市

八
王
子
市

26
市
平
均

23
区
平
均

東
京
都
平
均

※東京都（町村・島部除く）の中で１位は、文京区（64.25%)、国分寺市は６位、26市中では３位でした。

★今回から期日前投票所が本町・南町地域センターに増設されました！

国分寺市 62.02％

　

舵
取
り
の
難
し
い
日
本
の
船

は
、
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
さ
迷

う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

少
し
で
も
光
の
見
え
る
方
向

へ
の
気
持
ち
を
込
め
、
今
年
の

大
事
な
選
挙
も
棄
権
す
る
事
な

く
投
票
所
へ
足
を
運
び
た
い
も

の
で
す
。

　

し
ろ
ば
ら
70
号
を
お
届
け
致

し
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
ポ
ス

タ
ー
作
品
を
じ
っ
く
り
御
覧
下

さ
い
。 平

成
22
年
度

啓
発
事
業
一
覧
》

《
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平成22年度 明るい選挙啓発ポスターコンクール 国分寺市優秀賞・東京都入選作品

《応募数と審査結果》　総数815名　     　
　　　　（小学生349名　中学生461名　高校生5名）
国分寺市最優秀賞　小学生１名　中学生１名　高校生1名
国分寺市優秀賞　小学生17名　中学生23名　高校生1名
東 京 都 優 秀 賞　小学生１名
東 京 都 入 選　小学生２名　中学生1名

（順不同・敬称略）

早稲田実業学校
　　　高等部１年

吉川　千晴

第四小学校６年
山本　可奈子

第四小学校６年
松澤　桃子

第
二
小
学
校
３
年

渡
邊　

菜
友

第
八
小
学
校
６
年

桑
野　

和
奏

第
八
小
学
校
６
年

早
川　

千
穂

第
三
中
学
校
２
年

　

勝
又　

野
々
香

早
稲
田
実
業
学
校

　
　
　

初
等
部
４
年

石
山　

諒
太
郎

第
二
小
学
校
５
年

堤　

奈
々
美

第
七
小
学
校
５
年

黒
須　

奏
帆

第三中学校２年
一ノ瀬　樹

第
三
中
学
校
２
年

長
澤　

成
実

第
三
中
学
校
２
年

長
谷
川　

萌

第
三
中
学
校
２
年

矢
舖　

礼
子

第
三
中
学
校
２
年

山
田　

風

第
三
中
学
校
２
年

伊
藤　

多
紀

第一中学校１年
杉本　圭将

第一中学校１年
田代　幸恵

第
九
小
学
校
６
年

矢
野　

傑

第
九
小
学
校
６
年

鈴
木　

颯
人

第
一
中
学
校
１
年

加
藤　

理
奈

第
一
中
学
校
１
年

鳥
居　

万
由
子

第三中学校２年
熊坂　美友

第三中学校２年
亀田　真奈

第
三
中
学
校
２
年

下
川　

凌
平

第
三
中
学
校
２
年

國
近　

暉

第
三
中
学
校
２
年

　
　
　

園
田　

恵

第
三
中
学
校
２
年

本
田　

知
希

第
二
中
学
校
１
年

秦　

東
益

第
三
中
学
校
１
年

上
半　

雛
代

第
二
中
学
校
２
年

上
田　

庸
市

第
二
中
学
校
２
年

加
納　

春
菜

第
二
中
学
校
２
年

鈴
木　

涼
花

第
三
中
学
校
２
年

竹
尾　

華

第
四
小
学
校
６
年

吉
野　

優
生

第
五
小
学
校
６
年

栗
林　

愛
菜

第
五
小
学
校
６
年

牧
野　

奈
南
子

第
七
小
学
校
６
年

一
関　

ル
ナ

第
八
小
学
校
６
年

早
川　

美
穂

第
八
小
学
校
６
年

村
岡　

伊
万
里

再生紙を
使用しています

国分寺市優秀賞・東京都入選作品

国 分 寺 市 優 秀 賞

♥たくさんの
ご応募ありがとう
ございました。


